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平成 23 年度 地域保健・健康増進事業報告の結果 
 

厚生労働省では、このほど、平成 23 年度「地域保健・健康増進事業報告」の結果を取りま 

とめましたので公表します。 

「地域保健･健康増進事業報告」は、地域住民の健康の保持や増進のために保健所や市区町

村が行う保健施策について把握し、国や地方公共団体が今後実施する施策を効率的・効果的に

推進するための基礎資料を得ることを目的に実施しています。報告の対象は、全国の保健所お

よび市区町村です。 
 
 

【調査結果のポイント】 

 

 

 

 

 

 

  

 

詳細は、別添概況をご覧ください。 

平成 25 年 2 月 20 日 

【照会先】 
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人口動態・保健社会統計課行政報告統計室 
室   長  北島 由美子   
衛生統計第二係   
(代表電話) 03(5253)1111 (内線 7512) 
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１ 妊娠届出をした者は 1,105,863 人で、「満 11 週以内（第３月以内）」に届出をした者が 994,837 人

と最も多く、届出者総数の 90.0 %を占めている。（市区町村実施）【２頁・表１】   

２ 妊産婦・乳幼児訪問指導を受けた実人員の中では、「産婦」が 668,410 人と最も多く、次いで「乳児」

が 534,678 人となっている。（保健所・市区町村実施）【４頁・表６】 

３ 人口 10 万人あたりの常勤保健師数は、「全国」では 19.7 で、都道府県別にみると「福島県」が 45.0

と最も多くなっている。（保健所・市区町村実施）【９頁・表 15】 

 


